












〔目的〕脳性麻痺の治療を考えていく場合,いくつかの重要な問題を解決しておかねばなら

ない。その 1つに脳性麻痺発生の経年的変化がある。脳性麻痺の多くは周産期の脳障害に

よって生じてくる。近年の周産期医療の変化は,当然この脳性麻痺の発生や症候に大きな影

響を及ぼさずにはおれない。本研究は,(1）疫学的方法を用いてこの発生の変化を調査検討

する,(2)同じ期間中における周産期死亡例を分析し,今後の発生予測をたてる,ことを目的

とする。 


